
杉山産業化学研究所 

2019年度「研究助成」 

研究報告書 

 

【研究課題】二枚貝レクチンを用いた免疫細胞の増殖制御と創薬に関する研究 

研究者：藤井 佑樹  

所属：長崎国際大学大学院薬学研究科  

 

【研究概要】 

糖鎖とレクチンの観点から、マクロファージやナチュラルキラーなどがん免疫に関わ

る細胞の増殖を制御する方法の研究を行った。まず、二枚貝ムラサキインコガイ(Mytilisepta 

virgata)より 2 量体レクチン「セヴィル」を発見し、セヴィルが免疫細胞のもつ特殊なスフ

ィンゴ糖脂質糖鎖アシアロ GM1 と特異的に結合することを明らかにした。セヴィルを種々

の培養細胞へ投与すると、アシアロ-GM1糖鎖を持つ細胞を凝集し、情報伝達と細胞の増殖

抑制を起こすことを明らかにした。次にセヴィルの構造を解析し一次構造は R-型レクチン

ファミリーに属し、立体はβ-トレフォイル骨格を有することを明らかにした。アシアロ

GM1 糖鎖とセヴィルとが結合した状態を解析し、従来の R-型レクチンと異なり、サブユニ

ットの連結部位に 2 本のアシアロ-GM1 を挟むように糖鎖結合していることが明らかとな

った。免疫系培養細胞へセヴィルを投与し、特定の濃度の添加において IL-6を分泌しマク

ロファージへ分化を促せる条件を明らかにした。 

 

【成果】 

本研究費の受給により以下の成果が得られた。 
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